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はじめに

長崎県対馬に のみ生息するツシマテン Martes

melampus tsuensis (Thomas， 1897) は，本州，四国，九

州，朝鮮半島に分布するテン Mmelampusの 1亜種で

ある(阿部ほか， 1994;佐々 木， 1997;石井， 2002)， 

対馬全域に広く分布し，現在，個体群は安定している

と考えられているが，交通事故死個体の増加や主な生

息地である広葉樹林の伐採による生息環境の悪化が進

行しており， 1971年に国の天然記念物に，また環境省

により「絶滅危倶E類Jに指定されている(佐々木，

1997 ;石井， 2002)， 

今回，筆者の一人である武田により長崎県対馬市峰

町にて交通事故死したツシマテンが採集され，豊橋市

自然史博物館にて登録・保管されることとなったので，

ここに報告する.

ツシマテン死亡個体のヲ|き取りに際して便宜を図っ

ていただいた対馬市教育委員会厳原事務所生涯学習班

の尾上博一氏並びに豊橋市美術博物館の費 元洋氏，

テンの繁殖に関する貴重なご意見を頂いた井の頭自然

文化園の小林和夫氏に厚くお礼申し上げる.

採集地点と経緯

2006年 2月23日，長崎県対馬市峰町大久保の県道

48号線路上にて交通事故死したツシマテンを武田が

発見・採集した(第 l図).右側頭部に事故時に受け

たと考えられる外傷が認められたが，これ以外に目

立った損傷は認められず，また腹部の膨張が見られな

かったことから，発見時は死後あまり時間を経ていな

かったと思われる.翌 24日，武田は対馬市教育委員

会厳原事務所を通して文化庁に文化財保護法第 33条

による滅失届を申請し，豊橋市自然史博物館へ寄贈し

た.

なお，本個体は非交連骨格標本及び毛皮標本

(TMNH-MA-224) として豊橋市自然史博物館に登録・

1呆管されている.

第 1図.採集地位置図.

国土地理院発行 2.5万分の l地形図 「三根」使用.
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第 2図.ツシマテン MarlesmeJampus tsuensis， TMNH-MA-224. 

1 :頭骨標本 (a:左側面観， b 背側面観)， 2 :毛皮標本.

標本の記載と所見 第 1表.TMNH-MA-224の外部計測値および頭骨計測値.

TMNH-MA-224 (第 2図)の外部計測値及び頭骨計

測値は第 l表のとおりである.なお，外部計測法は阿

部ほか (1994)に，頭骨計測法は阿部 (2000)に従った.

TMNH-MA-224は外部生殖器の形状からみてメスで

ある.生殖巣及び生殖道が未発達で，乳頭の突出が確

認されなかったことから未経産個体である.頭蓋骨及

び四肢骨の長骨骨端部は完全に癒合している.歯列は

永久歯列で，岐耗の進展はほとんど見られない.

ツシマテンは 4~5 月に出生し， 4か月後の 8~ 9 

月には成導犬と同じf本サイズになるとされている(細

田・ 鑑， 1996). テン属 (Martes) で は 約 12~ 39か

月齢で雌雄ともに性成熟に達することが報告されて

おり (M巴ad，1994)， ま た ， ツ シ マ テ ン と 繁殖生理

が本質的に違わないとされるニホンテン M.meJampus

meJampus (Wagner， 1841) では 12か月齢以降の繁殖

外部計測値

体重 1145 g 

全長 557 mm 

尾長 175 mm 

耳長 38mm 

後足長

(爪を含む) 90mm 

(爪を含まず) 87mm 

女破損音1¥位修復後の計測値.

頭骨計測値

頭骨最大長 78.6 mm合

基底全長 75.4 mm* 

基底長 68.4 mm* 

口蓋長 35.4 mm* 

上顎歯列長 31.2 mm 

切歯孔長 3.25 mm 

耳骨胞長 17.l mm 

吻幅 15.7 mm 

眼嵩間隔 18.2 mm 

後限高間幅 17.8 mm 

頬骨弓幅 45.0 mm* 

臼歯列間幅 27.3 mm 

下顎骨長 50.4 mm 

下顎歯列長 32.7 mm 



豊橋市自然史博物館に寄贈されたツシマテン

期 (7~ 9月)に交尾が可能であるという(小林，私信). 

ゆえに， 2月に採集された TMNH-MA  -224は成獣とほ

ぼ同じ体サイズだが生殖巣・生殖道の発達が見られな

い未経産個体であるため， 39か月齢未満の亜成獣個

体であると考えられる.また，永久歯列に岐耗の進展

がほとんど認められないことから亜成獣段階でも比較

的若い個体であると推測される.
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